
　　　

●シリーズ

豆 知 識

災
害
へ
の
事
前
準
備

⑼

身
近
に
で
き
る
防
災
対
策

災
害
に
備
え
て
事
前
に
や
る
べ
き
こ
と
は
何
？

■
家
族
防
災
会
議

　

災
害
時
の
対
応
や
連
絡
方
法
な
ど
わ
が
家
の
防
災

ル
ー
ル
を
家
族
全
員
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
具
体
的
に
は
、
①
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
②
わ
が
家
の
安

全
確
認
、
危
険
個
所
は
な
い
か
③
避
難
場
所
へ
の
経

路
を
歩
い
て
み
る
④
食
料
等
の
備
蓄
⑤
非
常
持
出
品

の
準
備
⑥
家
族
の
連
絡
方
法
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

の
利
用
な
ど
、
個
々
の
家
庭
で
十
分
に
話
し
合
っ
て

お
く
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

■
地
震
へ
の
備
え

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者
の
８
割
以
上
は
建

物
や
家
具
の
転
倒
に
よ
る
窒
息
死
・
圧
死
で
す
。

　

建
物
の
耐
震
化
と
と
も
に
家
具
類
の
転
倒
、
落

下
、
移
動
の
防
止
対
策
が
必
要
で
、
そ
の
ま
ま
で
は

地
震
時
に
食
器
棚
の
食
器
が
割
れ
て
散
乱
、
テ
レ

ビ
、
電
子
レ
ン
ジ
、
冷
蔵
庫
は
宙
を
飛
ぶ
よ
う
に
走

り
、
凶
器
に
変
わ
り
ま
す
。

　

タ
ン
ス
等
の
家
具
の
あ
る
部
屋
で
は
寝
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
無
理
な
場
合
は
転
倒
防
止
金
具
等

で
し
っ
か
り
と
固
定
し
、
部
屋
の
配
置
も
十
分
考

え
、
地
震
で
倒
れ
て
も
出
口
が
ふ
さ
が
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
十
分
な
安
全
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
津
波

　

地
震
か
ら
身
を
守
っ
た
後
は
、
津
波
か
ら
の
避
難

で
す
。
常
日
頃
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
場

所
、
避
難
経
路
等
の
確
認
を
十
分
に
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

■
風
水
害
・
台
風
・
大
雨

　

台
風
・
風
水
害
等
は
地
震
と
違
い
、
あ
る
程
度
事

前
に
予
測
が
で
き
ま
す
。
気
象
台
の
情
報
を
受
け
て

ど
れ
だ
け
災
害
を
意
識
し
て
、
ど
う
対
応
す
る
か
が

重
要
で
す
。
避
難
行
動
、
被
害
軽
減
の
た
め
の
行
動

を
起
こ
す
こ
と
で
す
。
大
雨
の
情
報
が
事
前
に
入
る

と
、
土
の
う
ま
た
は
水
の
う
（
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
水
を

入
れ
、
そ
れ
を
ダ
ン
ボ
―
ル
箱
に
入
れ
た
も
の
）
を

前
も
っ
て
準
備
す
る
な
ど
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
準

備
が
必
要
で
す
。
危
険
を
感
じ
て
か
ら
の
避
難
で
な

く
、
早
め
の
率
先
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の

準
備
が
災
害
か
ら
命
を
守
り
ま
す
！

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課
（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

■ 

命
を
守
る
時
間
帯

テ
ー
ブ
ル
の
下
、
ベ
ッ
ド
に

も
ぐ
る
な
ど
身
の
安
全
確
保

を
図
る
。

■ 

二
次
被
害
防
止
と
避
難

準
備
・
避
難
開
始

火
の
始
末
、
家
屋
内
の
家
族
の
安

否
確
認
、
逃
げ
道
の
確
保
、
津
波

の
情
報
収
集
、
沿
岸
部
は
即
避
難

開
始
す
る
。

■ 

共
助
で
避
難
開
始
、

隣
近
所
安
否
確
認
、

避
難
所
へ

隣
近
所
の
安
否
確
認
、
助
け
合

い
、
怪
我
人
等
の
救
出
救
護
、

災
害
時
要
援
護
者
の
安
否

■ 

公
的
支
援
・
復
旧
活
動

防
災
機
関
の
復
旧
活
動
が
本
格
化
、
復
興
で
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

行
政
が
一
体
に
な
り
、
被
災
地
外
か
ら
の
支
援
も
届
き
復
旧
へ
の
歩
み

が
始
ま
る
。
し
か
し
、
大
災
害
の
場
合
は
さ
ら
に
公
的
支
援
が
遅
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
備
蓄
品
、
食
糧
な
ど
１

週
間
分
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

■ 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
途
絶
え
る
た

め
備
蓄
品
で
過

ご
す
。
隣
近
所

で
助
け
合
い
炊

き
出
し
を
行
う
。

発生から
２分間

２分から
10分間

10分から
半日

半日から
３日

３日
以降

地震に対する時間割（直後から３日目まで）
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